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はじめに

私は本シンポジウムの企画に携わった関係

で、最初に、この企画の背景となった文部省

科学研究費・特定領域研究について簡単に説

明します。

特定領域研究とは、わが国として学術的に

重要な領域を振興するため、その領域の研究

者とグループに対して手厚い研究費を与える

システムです。私どもは『生殖細胞の成立と減

数分裂移行の分子メカニズム』というテーマ

で、平成 7～ 10年度までの 4年間、研究費を

いただき研究を続けてきました。研究に携わ

ったのは次の 2班です。第 1班は「生殖細胞の

成立の分子機構」で、班長を基礎生物学研究

所の長濱嘉孝先生が務められ、第 2班の「減数

分裂の特性とその制御」の班長を私が務めま

した。さらに、このような研究班が研究費を

無駄に使っていないか、研究は進展している

か、ということをチェックするお目付役であ

る総括班があります。今年度は研究成果をと

りまとめる年度になっていますが、これまで

の研究で得られた研究成果をもとに、さまざ

まなお話をこれからご紹介いたします。

本シンポジウムでは、第 1・第 2の班員の

先生方や総括班の先生方にご講演と司会を務

めていただいて進めていきます。ただし、渡

辺憲二先生、岡田清孝先生、そして 田幸雄

先生は、私どもの研究グループには直接所属

されていませんでした。しかし、同じ領域の

研究者として“助っ人”となっていただき、シ

ンポジウム全体の内容を膨らませていただき

ます。

私どもの行っている研究は基礎的なもので

す。生殖細胞を理解することは、われわれの

生命の本質を理解することに通じますし、ど

うして地球上にこのように多様な生き物がい

るのかを理解することにも通じます。

この重要な領域で、最近、さまざまなこと

が明らかになってきましたが、まだ不明な点

が非常に多いことも事実です。本シンポジウ

ムでは、現在、どのようなことが明らかにな

り、どんな重要なことが解明できていないの

かを、ご理解していただくことが第 1の目的

です。また最近、生殖細胞というと、マスコ

ミなどではすぐにクローンの話題とむすびつ

けて議論することが多くなっていますが、そ

のような技術を考えるうえでも基礎研究がた

いへん重要であることをご理解いただければ

と考えています。

そして、生殖細胞に関する研究は、最終的

には人間の生殖の問題などにも関係してくる
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ことから、クローン技術で先端的な研究をさ

れておられるハワイ大学の柳町隆造先生に、

無理をお願いして参加していただきました。

さらに、科学と社会の接点について発言を続

けておられる三菱生命科学研究所の米本昌平

先生にも、やはり特別講演をおひきうけいた

だきました。

プログラムの最後のパネルディスカッショ

ンでは、私どもが進めているような研究を、

もう少し大きな観点から、どのようにみてい

くのかということを討論する予定で、不妊症

医学の立場から山形大学の廣井正彦先生にも

参加していただくことになっています。

生物の系統樹と酵母の位置づけ

さて、生殖細胞を研究するグループであり

ながら、なぜ、私のような酵母を研究してい

る者がそのとりまとめ役を務めているのか、

皆さんは奇異に思われるかもしれません。こ

の点について最初に説明することにします。

まず、生物の進化を模式化した、いわゆる

系統樹を図1に示します。もっとも原始的な

生命は、35億年ほど前に地球上に出現し、20

億年ほど前に、私どもが現在いうところの細

菌類などの核をもたない原核生物と、核をも

った真核生物に分岐しました。この 2者の中

間に、古細菌と呼ばれる、高塩濃度の湖や高

温の温泉などに棲息するグループが存在する

ことが最近明らかになってきましたが、古細

菌は真核生物になりきっていません。この古

細菌に原核生物のあるものがもぐりこんでミ

トコンドリアとなって動物の祖先の細胞が進

化し、さらに光合成をする原核生物がはいり

こんでできた葉緑体をもつことで、植物細胞

が進化してきたと考えられています。

植物と動物はそれぞれ独自に多様な進化を

とげてきましたが、それらと分岐した酵母は

いわゆる単細胞生物として生き残りました。

酵母とわれわれは 10億年ほど前に分岐したと

推定されています。そして、5億年ほど前の、

いわゆるカンブリア紀の動物の大爆発で、例

えばハエやカエルなどが分岐しました。それ

らの生物については、ほかの演者が説明され

ると思います。

パン酵母と分裂酵母

パンやビールづくりに使われる酵母菌は、

現代の分子細胞生物学に不可欠の研究材料と

なっています。酵母と呼ばれるもののなかで

も、パンづくりに用いられるサッカロミセス

酵母（パン酵母）と、熱帯地方で酒づくりに用

いられる分裂酵母が特によく研究されていま

す。ちなみに、私は分裂酵母を研究対象とし

ています。

ところで、パン酵母と分裂酵母には同じ酵

母という名称がついていますが、両者がどれ

くらいの親戚関係にあるのかというと、それ

はパン酵母とヒト、あるいは分裂酵母とヒト

が親戚関係であるというのと同程度の非常に

離れた関係にあります。両者の遺伝子を比較
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図1 単純化した生物間の系統樹


